






会　計　別

普通会計及び特別会計の決算状況 （単位：円）

歳　　入 歳　　出 差　　引 実質収支額翌年度へ繰越
すべき財源

10,287,697,747

26,532,923

1,999,586,839

243,851,430

1,267,491,833

295,001,629

720,949,445

100,100,898

14,941,212,744

9,276,294,580

26,532,923

1,912,123,108

240,871,458

1,225,207,405

291,798,100

705,129,280

89,245,172

13,767,202,026

1,011,403,167

0

87,463,731

2,979,972

42,284,428

3,203,529

15,820,165

10,855,726

1,174,010,718

213,861,000

0

0

0

0

1,750,000

815,000

1,000,000

217,426,000

797,542,167

0

87,463,731

2,979,972

42,284,428

1,453,529

15,005,165

9,855,726

956,584,718

区　　分

企業会計（水道事業会計）決算状況 （単位：円）

収　　入 支　　出 差　　引 備　　考翌年度へ繰越
すべき財源

144,070,843

90,287,550

111,564,501

302,087,518

32,506,342

△211,799,968

7,955,000

10,150,000

不足額は、留保資
金などで補填され
ました。
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す
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計
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平成23年度 決算の状況
　第３回定例町議会（９月議会）で、平成23年度各会計の歳入歳出決算が認定されました。

　町の会計は、一般会計と住宅新築資金等貸付事業特別会計で構成される普通会計と、６つの特別会計、１つの

企業会計があります。　決算のあらましについて、お知らせします。

※特別会計と企業会計は、独自の収入があるため、独立した会計で事業を行っています。
しかし、住宅新築資金等貸付事業と水道事業を除く、6特別会計は、独自の収入だけではまかなえないため、
一般会計から繰り入れています。

一 般 会 計

住宅新築資金等貸付会計

国民健康保険会計

後期高齢者医療会計

介 護 保 険 会 計

農業集落排水会計

公 共 下 水 道 会 計

簡 易 水 道 会 計

合　　　計

収 益 的

資 本 的
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※町民1人当たりの額は、歳入・歳出それぞれの総額を平成24年3月31日現在の住民基本台帳人口14,036人で割った数値です。

町税
14億6,174万6千円

（14.2%）

自主財源
28億7506万
5千円

（28.0％）

町民税
4億9,516万4千円
（33.8%）

固定資産税
8億1897万3千円
（56.1%）依存財源

74億3857万4千円
（72.0%）

地方交付税
42億6403万8千円
（41,3%）

国庫支出金
11億
2,510万
3千円

（10.9%）

県支出金
7億5,024万
2千円

（7.3%）

町債
10億3,080万円
（10,0%）

繰出金
9億820万
5千円

（9.8%）

人件費
9億9,847万
3千円

（10.7%）

扶助費
6億9,478万2千円

（7.5%）

補助費等
9億7,759万6千円
（10.5％）

物件費
11億
6,682万
6千円

（12.5%）

維持補修費
758万8千円
（0.1％）

普通建設事業費
16億2,001万9千円

（17.4%）

投資的経費
21億8,968万

6千円
（23.5%）

災害復旧費
5億6,966万7千円

（6.1%）

積立金
6億529万6千円
（6.5%）

公債費
17億
5,378万
4千円

（18.9%）

その他
32億

6,728万5千円
（35.2%）

消費的経費
38億4,526万

5千円
（41.3%）

繰越金
7億5668万
5千円

（7.4％）

1億8,488万6千円（1.8％）
2億4,694万4千円（2.4％）

財産収入・寄附金・諸収入
　　　　　2億2,480万4千円（2.2％）

地方消費税交付金・利子割交付金・地方譲与税
自動車取得税交付金・地方特例交付金
配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金
交通安全対策特別交付金
　　　　　　　　　2億6,839万1千円（2.5％）

入湯税
2,508万円
（1.7%）

たばこ税
8,020万1千円
（5.5%）

軽自動車税
4,232万8千円
（2.9%）

普通会計歳入総額
103億1363万9千円

普通会計歳出総額
93億223万6千円

町税の内訳

性質別 目的別

町民1人当たりにすると734,799円

町民1人当たりにすると662,741円

町民1人当たりにすると104,143円

総務費
12億1,885万

5千円
（13.1%）

民生費
17億745万4千円
（18.3%）

衛生費
6億6,016万
3千円

（7.1%）

労働費
5,992万6千円
（0,6%）

商工費
8,337万7千円
（0,9%）

土木費
7億583万
9千円

（7.6%）
消防費

2億8,508万円
（3.1%）

教育費
10億5,828万8千円

（11,4%）

災害復旧費
5億6,966万7千円（6,1%）

議会費
1億216万7千円（1,1%）

公債費
17億5,441万4千円

（18.9%）

農林水産業費
10億9,700万

6千円
（11,8%）

分担金及び負担金・
使用料及び手数料
繰入金
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82.4％
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経常収支
比　率

表１　主な財政指標【平成22年度と平成23年度の比較】

年度 実質公債費
比　率

町債（町の借金）
残　　高

基金（町の貯金）
残　　高

20.7％
18.1％

143億 1,928万 6千円
137億 9,970万 6千円

27億 7,288万 8千円
31億 3,337万 3千円

●経常収支比率＝町税や地方交付税など経常的に入ってくる一般財源が、
人件費や扶助費、公債費などの経常的経費に充てられた割合を表す指標
●実質公債費比率＝一般財源を普通会計の公債費、公営企業会計や一部
事務組合への繰出金や負担金のうち公債費相当分に充てられた割合を表
す指標

表2　4つの健全化判断比率

●実質赤字比率＝標準財政規模に対して、普通会計の実質赤字の割合を
表す指標
●連結実質赤字比率＝標準財政規模に対して、町の全ての会計の実質赤
字の割合を表す指標
●将来負担比率＝標準財政規模に対して、将来一般会計などで負担する
ことが見込まれる金額の割合を表す指標

　 項 　 　 目 　
実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率

町の比率
―
―
18.1
114.0

早期健全化基準
14.59
19.59
25.00
350.00

財政再生基準
20.00
30.00
35.00

標準財政規模＝その市町村の、その年度に入ると推測される一般
財源を全国統一のルールで計算した額
〔標準財政規模＝標準税収入額等＋普通交付税など〕
みなべ町の平成23年度標準財政規模は57億520万 4千円
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NEWS

ご長寿おめでとうございます　町の１００歳以上の方は１０人

気をつけてお出かけ下さい

　９月１９日、９５歳以上の方５８人のうち３９人の方のお宅や入所施設などを町長
と職員が訪問させていただき、長寿をお祝いしました。
　和歌山県下で最高齢の北道にお住いの川村寿美枝さん（１１０歳）は、「ありが
とうございます」と笑顔で出迎えてくれました。
 川村さんは好き嫌いは全くなく、自宅近くをご家族の方と一緒に車いすで散歩を

するのも楽しみ
ということで、当
日も町長と一緒
に家の近所を少
し散歩しながら、
童謡などを元気
よく歌ってくれま
した。

　９月１８日、南部中学校３年生の生徒の皆さんが、３～４人のグループに分か
れて、通学路沿いのカーブミラーの清掃をおこなってくれました。
　ミラーにかかったクモの巣を棒で掃って、「思ったより、結構汚れているなぁ」
と、雑巾で一つ一つ丁寧に拭いていきました。

　９月２１日、秋の全国交通安全運動期間初日の朝に、交通事故をなくするみな
べ町民運動推進協議会主催で通行中のドライバーに、交通安全のチラシや啓
発グッズを配布して、交通事故防止を呼びかけました。

命を守ってくれるチャイルドシート！きちんと座って安全走行

　10月11日、高城保育所で、ひまわり隊のお姉さんによる交通安全教室が開か
れ、高城・清川保育所の園児たちが交通ルールについて学びました。
　「横断歩道では、しっかり確認。車に乗ったら、チャイルドシート！」など、交通
ルールを守るお約束や横断歩道を渡る練習をしました。　

交通事故０を願って！通学路のカーブミラーをきれいに交通事故０を願って！通学路のカーブミラーをきれいに
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田舎のコンビニ、人よし・味よし・笑顔よし

森に「ありがとう」て、お礼を言ったよ。

いつまでも若々しく！「うき浮き倶楽部」で心も体も健康に 

日頃の練習の成果を発揮！

　町農業振興協議会と日高振興局地域振興部の主催により「ブラッシュアップ
みなべ」が開かれました。女性の能力や優れた感性を伸ばし、地域の活性化や
地域産業の振興に役立てていこうと、昨年に続き開催されるもので、今年は、加
工・販売・おもてなしをテーマに４回開催予定です。
　９月20日に開催された第１回目の講座では、「地域の食材を生かした産品づく
りと女性の活性化」と題して、地元産品を使った巻きずしの売り上げで、全国的
に有名なマイスター工房八千代の施設長藤原たか子さんのお話を聞きました。
　節分には9000本以上の巻きずしを販売されるそうです。

　１０月３日、５日に高城・南部・清川保育所でそれぞれ「キノピー教室」が開か
れました。
　子どもたちは紙芝居を通して、山や森の働きや大切さ、山にはえている食べ
物、木からできている色 な々物の勉強などをしました。
　一緒に参加してくれた木の妖精「キノピー」に、こどもたちは大喜び、「森を大
切にします」とお約束もしました。

　７月からスタートしたプレジールでの水中運動教室（全11回）、『みな
べ・うき浮き倶楽部』が９月末に修了しました。参加者２０名の平均年
齢は７２．３歳、最高齢の方は８０歳でした。
　教室終了後に行った体力測定の平均年齢は、開始前よりも若返り、
参加者からは、「足元、身体が軽くなった。」「指導者の笑顔が目に浮
かび、体や心が明るくなった。」「階段を上がる時は膝が痛くてしんど
かったが、大分足が軽くなった。」「肩こりが和らいだ。」「お友達が出
来、楽しく会話がはずみ一週間が待ち遠しかった。」など喜びの声が
聴かれました。

　10月14日（日）、紀三井寺公園補助競技場において、和歌山県小学生秋季陸上競技選手権大会が開催され、みな
べＡＣの選手が出場し、次の皆さんが入賞しました。
≪男子≫
●１００ｍ（１年生の部）第１位＝庄司悠眞、第３位＝尾﨑巧望
●８０ｍＨ（５･６年生共通の部）第６位＝小山拓海
●走り高跳び（５･６年生共通の部）第１位＝杉本侑亮
≪女子≫
●１００ｍ（１年生の部）第１位＝大川菜々未
●８０ｍＨ（５･６年生共通の部）第３位＝中瀬琴乃
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　宝石のように輝くもの、筒や
ヘビのようなものなど、いろんな
アンモナイトと、モダンアートの作
家もおどろくような数々の三葉
虫。原寸大の写真がたっぷり
あって、古代好きにはわくわくす
る一冊です。
●Googleものがたり（サザーラ
ンド）●奥むめおものがたり（古
川美奈子）●つやっつやなす
（いわさゆうこ）●知ろう食べよ
う世界の米（佐藤洋一郎）
●Ｕ・ボルト（スポーツ伝説研究
会）●鷹のように帆をあげて（ま
はら三桃）●クラーケンの島（イ
ボットソン）●旅する蝶（新宮
晋）●絵巻えほん 妖怪の森
（水木しげる）

ゆめよみ館・子ども向け

　北海道から沖縄まで４７都
道府県の方言について、故郷
に思いを寄せる作家たちがエ
ピソードや思い出を綴った楽し
いエッセイ集です。和歌山で
は、「そっちしかええ」を紹介。
「えっ、これも方言？」と思われ
た方、ぜひ読んでください。
●水のかたち 上下（宮本輝）
●のろのろ歩け（中島京子）
●ブラックアウト（コニー・ウィリ
ス）●氷川清話・夢水独言（勝
海舟・勝子吉）●おもかげ復
元師の震災絵日記（笹原留似
子）●アクアリウムのつくり方・
楽しみ方（千田義洋監修）
●山の単語帳（田部井淳子）

ゆめよみ館・大人向け

　人生百歳時代、５０歳は人
生の中間点であり、後半に向
けて歩き出すとき。迷いや不安
も出てくるかもしれません。そん
なシニアのスタート時点にいる
人々に贈る、苦悩あり喜びあり
の様々なエピソードを紹介し
た、元気が出る人生訓です。
●１５分で効く！基本のダンベル
エクササイズ●未来からの遺
言ある被爆者体験の伝記
（伊藤明彦）●先生のお庭番
（朝井まかて）

上南部分館・大人向け

上南部分館・子ども向け

上南部分館　おはなしの会
11月14日（水）午後３時から

ようこそ、落語ワールドへ！

もにその形や結婚観も変わっているようです。結婚準備やし
きたり、夫婦の姿など、結婚にまつわる本を紹介します。

11月のゆめよみ館テーマ展示

「結婚」

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

1階

　子どもたちはいたずらがだいすき！　読んでいて、あぁ、
やってみたい、とか、わくわくする、スカッとする、そんないたず
らが、絵本やおはなしにはいろいろ出てきます。どうぞ、楽し
んでくださいね。

「いたずら、だいすき！」2階

虫
葉
三
と
ト
イ
ナ
モ
ン
ア

）
社
光
新
堂
文
誠
（部
集
編
学
科
の
供
子
　
　 　

　

 

女
５０

　
　
　
　
　
　

  

　

典
藤
沖

子

）
社
版
出
成
佼
（

こんな本、いかが？

通 信

３日（土）文化の日　特別開館

　　　　わくわくタイム（10:30～）

　　　　おはなし会（14:00～）

５日（月）休館

８日（木）ちいさいひとのための

）～03:01（）歳3～0（会しなはお

10日（土）おはなし会（14:00～）

12日（月）休館

17日（土）おはなし会（14:00～）

19日（月）休館

22日（木）ちいさいひとのための

）～03:01（）歳3～0（会しなはお

23日（金）休館（勤労感謝の日）

24日（土）ビデオ上映会（10:30～）

　　　　おはなし会（14:00～）

25日（日）ようこそ落語ワールドへ！

　　　　（14:00 ～）

26日（月）休館

30日（金）休館（月末休館日）

ゆめよみ館・11月のカレンダー

●れいぞうこにマンモス！？（マ
チュー・モデ）●僕とおじいちゃん
と魔法の塔 ５（香月日輪）●けん
玉の技 １２３（日本けん玉協会）

桂米朝師匠と桂枝雀師匠の落語を、ＤＶＤでお楽しみください。
大いに笑って、楽しいひとときを過ごしましょう。

公衆無線ＬＡＮサービスが利用できます

１１月２５日（日）午後２時から
ゆめよみ館２階会議室

　みなべ町立図書館中央館（ゆめよみ館）で、公衆無線ＬＡＮ
サービスがご利用いただけるようになりました。
　サービスのご利用時間は、午前１０時２０分～午後６時２０分ま
でです。
　くわしくは職員にお尋ねください。
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家
庭
の
粗
大
ご
み
の

拠
点
回
収
を
、下
表
の

通
り
町
内
各
地
で
行
い

ま
す
の
で
、ご
利
用
く

だ
さ
い（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵

庫
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾

燥
機
・エ
ア
コ
ン
の
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
対
象
製
品

も
引
き
取
り
ま
す
）。

　

く
わ
し
く
は
、こ
の

広
報
紙
と
一
緒
に
お
届

け
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。小
雨
決
行

で
す
が
、大
雨
な
ど
荒

天
に
よ
り
中
止
す
る
場

合
は
、町
内
放
送
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 月　

　
日
・　
　
日
・　　

日

家
庭
粗
大
ご
み
の
拠
点
回
収
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

Ｄ
Ｖ
は
、
犯
罪
を
も
含
む
人
権
侵
害
で
す

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（
℡
７4
ー
３
３
３
７
）
か
ら
お
知
ら
せ

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（
℡
７4
ー
３
３
３
７
）
か
ら
お
知
ら
せ

の
　

11
月
22
日（
木
）午
後
５
時
か

ら
26
日（
月
）午
前
９
時
ま
で
、天

ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
食
油
回
収
を

町
内
各
地
で
行
い
ま
す
。

　

回
収
し
た
廃
食
油
は
、環
境
に

や
さ
し
い
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

　

今
回
も
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。回
収
場
所
な
ど

は
、こ
の
広
報
紙
と一緒
に
お
届
け

し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

　
「
気
づ
く
の
は
あ
な
た
と
地
域

の
心
の
目
」（
今
年
の
標
語
）

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
や
、ご

自
身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ

と
き
は
、紀
南
児
童
相
談
所（
℡

22
│
１
５
８
８
、　

22
│
１
９
１

７
）、ま
た
は
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
へ

迷
わ
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、虐
待
、い
じ
め
、不
登
校

な
ど
子
ど
も
の
人
権
問
題
に
つ
い

て
の
全
国
共
通
専
用
相
談
窓
口

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」（
℡

０
１
２
０
│
０
０
７
│
１
１
０
）、

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル（
℡
０
５
７

０
│
０
６
４
│
０
０
０
）も
あ
り

ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ（
夫・パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
）は
、犯
罪
を
も
含
む
重
大

な
人
権
侵
害
で
す
。身
体
的
な
暴

力
は
も
ち
ろ
ん
、精
神
的
、経
済

的
、性
的
、あ
ら
ゆ
る
形
の
暴
力
が

含
ま
れ
ま
す
。

　

も
し
、Ｄ
Ｖ
で
困
っ
て
い
る
方
が

お
ら
れ
た
ら
、一
人
で
悩
ま
な
い

で
、紀
南
Ｄ
Ｖ
セ
ン
タ
ー（
℡
24
│

３
３
２
２
）へ
ま
ず
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。つ
な
が
り
に
く
い
と
き

は
、県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー（
℡
０

７
３
│
４
４
５
│
０
７
９
３
）へ
。

11

15

16

18

月　

 

日
〜 　

日

町
内
各
地
で　
　

廃
食
油
回
収　
　

11

22

26

回収日 回収場所 対象地区

11月15日（木）

11月16日（金）

11月18日（日）

清川

高城

谷口・東本庄・西本庄

筋・徳蔵・熊岡・晩稲

芝・芝崎・東吉田・新庄
気佐藤・千鹿浦・山内
東岩代・西岩代

堺・埴田・片町・新町
北道・南道

時　　間

9：00～11：00

13：00～15：00

9：00～11：00

13：00～15：00

8：30～11：00

13：00～15：00

Fax

清川球場駐車場

高 城 公 民 館

須 賀 橋 上 流

河 川 敷

役 場 駐 車 場
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御
坊
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
所
の
開
催

　

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
所

が
、次
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時=

11
月
11
日（
日
）午
前

10
時
〜
午
後
4
時

■
場
所=

オ
ー
ク
ワ
ロマ
ン
シ
テ
ィ

１
階（
御
坊
市
）

年
末
調
整
説
明
会
の
開
催

　

御
坊
税
務
署
は
、事
業
所
な

ど
を
対
象
に
、年
末
調
整
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
・
場
所=

11
月
26
日

（
月
）・
み
な
べい
な
み
農
協
本
所

会
議
室（
気
佐
藤
）

　

11
月
28
日（
水
）・
御
坊
市
民

文
化
会
館

■
時
間=

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

※

平
成
25
年
１
月
１
日
以
後
支
払

分
か
ら「
源
泉
徴
収
税
額
表
」が
変

税
金
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

月　
 

日
〜　

 

日
は「
税
を
考
え
る
週
間
」

わ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
下
さ
い
。

『e-T
ax

を
始
め
よ
う
！
』

〜
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム(e-T
ax)

と
は
〜

○
国
税
に
関
す
る
各
種
手
続

①
所
得
税
、法
人
税
、消
費
税
、

酒
税
、印
紙
税
及
び
贈
与
税
の
申

告②
全
税
目
の
納
税（
平
成
21
年
９

月
か
ら「
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
」開

始
）

③
申
請
・
届
出
等
が
、自
宅
や
事

務
所
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
特
に
、源
泉
所
得
税
の
毎
月
納

付
や
消
費
税
の
中
間
申
告
・
納
付

な
ど
、利
用
回
数
の
多
い
手
続
に

は
便
利
で
す
。

○
詳
細
等
に
つ
い
て
は
、ｅ
│
Ｔａｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、税
務
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

贈
与
税
もｅ
│
Ｔａｘ

○
従
来
の
所
得
税
、法
人
税
、消

費
税
、酒
税
及
び
印
紙
税
の
申
告

に
加
え
、贈
与
税
の
申
告
に
つ
い

て
もｅ
│
Ｔａｘ
の
利
用
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
拡

大
に
つい
て

『
平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
・
帳

簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
者
が

拡
大
さ
れ
ま
す
。』

○
対
象
と
な
る
方
⇩
事
業
所

得
、不
動
産
所
得
又
は
山
林
所

得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全

て
の
方
で
す
。

※
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.nta.go.jp

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、税
務
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
は

○
ま
ず
、電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　

　

税
務
署
に
か
け
て
い
た
だ
い
た

電
話
は
、自
動
音
声
に
よ
り
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。

　

税
金
に
関
す
る一般
的
な
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、音
声
案
内

に
従
い「
１
」番
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。

　

国
税
局
の「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

　

税
務
署
で
の
面
接
に
よ
る
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
２
」番

を
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

税
務
署
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、御
坊
税
務
署

（
℡
０
７
３
８
│
22
│
０
６
９
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

税
金
ク
イ
ズ
に
ご
応
募
く
だ
さ
い

　

今
年
も
、抽
選
で
賞
品
が
当
た

る「
税
金
ク
イ
ズ
」を
実
施
し
ま

す
。﹇（
社
）御
坊
納
税
協
会
主
催
﹈

■
応
募
期
間=

11
月
１
日（
木
）〜

19
日（
月
）

■
応
募
対
象
者=

御
坊
市
内
ま

た
は
日
高
郡
内
に
在
住
・
在
学
の

方■
応
募
方
法=

応
募
用
紙
と
応

募
箱
は
、役
場
の
窓
口
、中
央
・
高

城
・
清
川
の
各
公
民
館
、図
書
館

（
ゆ
め
よ
み
館
）に
置
い
て
い
ま

す
。用
紙
に
記
入
の
上
、応
募
箱

に
投
函
す
る
か
、御
坊
納
税
協
会

（
〒
６
４
４
│
０
０
０
２　

御
坊

市
薗
４
１
９
番
地
の
９
）へ
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

11

11

17

税
理
士
に
よ
る

無
料
相
談
所
の
開
催

税
理
士
に
よ
る

無
料
相
談
所
の
開
催

年
末
調
整
説
明
会
の
開
催

年
末
調
整
説
明
会
の
開
催

記
帳・帳
簿
等
の

保
存
制
度
の
拡
大
に
つ
い
て

記
帳・帳
簿
等
の

保
存
制
度
の
拡
大
に
つ
い
て

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
は

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
は

税
金
ク
イ
ズ
に
ご
応
募
く
だ
さ
い

税
金
ク
イ
ズ
に
ご
応
募
く
だ
さ
い

贈
与
税
も
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ

贈
与
税
も
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

税
務
課
へ「
届
け
出
」を

お
忘
れ
な
く
！

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

税
務
課
へ「
届
け
出
」を

お
忘
れ
な
く
！

『
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
を
始
め
よ
う
！
』

〜
国
税
電
子
申
告・

納
税
シ
ス
テ
ム(

ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ)

と
は
〜

『
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
を
始
め
よ
う
！
』

〜
国
税
電
子
申
告・

納
税
シ
ス
テ
ム(

ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ)

と
は
〜

　

住
宅
、店
舗
、倉
庫
、工

場
、作
業
所
な
ど
の
家
屋
に

対
す
る
固
定
資
産
税
は
、毎

年
１
月
１
日
現
在
に
所
有

さ
れ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、家
屋
を
取
り

壊
し
て
も
、役
場
税
務
課
へ

「
届
け
出
」を
済
ま
せ
て
い

な
い
と
、そ
の
ま
ま
現
存
す

る
と
み
な
さ
れ
、課
税
対
象

に
な
って
し
ま
い
ま
す
。

「
以
前
、家
屋
を
壊
し
た
け

れ
ど
、ま
だ
届
け
を
出
し
て

い
な
い
」と
い
う
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、平
成
24
年
12
月

27
日（
木
）ま
で
に
、税
務
課

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
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税
負
担
の
公
平
及
び
税
収
の

確
保
を
図
る
た
め
、県
内
各
市

町
村
、県
及
び
和
歌
山
地
方
税

回
収
機
構
で
は
、11
月
と
12
月
の

２
ケ
月
間
を
合
同
の「
滞
納
整
理

強
化
月
間
」と
位
置
付
け
、滞
納

処
分
の
強
化
を
図
る
な
ど
協
調

し
て
滞
納
整
理
を
進
め
ま
す
。

納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
の
に
、ま

だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、至

急
役
場
ま
た
は
指
定
金
融
機
関

等
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
な
い
と
、本
来
納
め
る
べ
き
税

の
他
、督
促
手
数
料
や
延
滞
金
を

納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
、さ
ら
に
負
担
が
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、町

も
滞
納
整
理
を
す
る
た
め
に

「
税
金
を
使
っ
て
税
金
を
集
め

る
」と
い
う
無
駄
な
出
費
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

今
日
の
厳
し
い
経
済
状
況
の

な
か
で
も
、ほ
と
ん
ど
の
方
々
が

納
税
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
納

期
内
に
納
税
を
お
済
ま
せ
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。税
の
公
平
性
を

保
ち
、徴
収
の
経
費
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
も
、納
期
内
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
と
は

　

滞
納
と
な
っ
た
地
方
税
を
回

収
す
る
た
め
滞
納
者
宅
の「
捜

索
」、不
動
産・預
金・給
与・売
掛

金
の「
差
押
え
」、「
公
売
」な
ど

の
法
的
処
分
を
行
う
組
織
で
す
。

町
で
は
毎
年
、滞
納
事
案
を
機
構

に
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

滞
納
は
放
置
し
な
い
で
ま
ず
相
談
を

　

滞
納
の
原
因
は
、病
気
や
経
済

的
事
情
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。や

む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
納
め
た

く
て
も
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、

滞
納
の
ま
ま
放
置
せ
ず
に
、ま
ず

税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

生
活
状
況
な
ど
を
お
聞
き
か

せ
い
た
だ
き
、一定
の
要
件
に
該
当

す
れ
ば
納
税
の
緩
和
制
度
を
ご

利
用
い
た
だ
け
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 和

歌
山
地
方
税

　
　
回
収
機
構
と
は

和
歌
山
地
方
税

　
　
回
収
機
構
と
は

滞
納
は
放
置
し
な
い
で

ま
ず
相
談
を

滞
納
は
放
置
し
な
い
で

ま
ず
相
談
を

月
・　

月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間

11

12

町
税
の
納
め
忘
れ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？

「
便
利
で
確
実
」
口
座
振
替
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

時
間
外
の
納
税
相
談
を
実
施

　

仕
事
の
都
合
な
ど
で
役
場
の

開
庁
時
に
来
庁
で
き
な
い
場
合

は
、事
前
に
税
務
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。夜
間
で
も
随
時
、職

員
が
納
税
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
電
話
72
│
２
１
６
２
）

財
産
の
差
し
押
さ
え
を
強
化
し
ま
す

　

納
税
す
る
資
力
を
有
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
滞
納
す
る

方
や
納
税
相
談
も
な
く
滞
納
の

ま
ま
放
置
す
る
方
は
、納
税
に
理

解
を
い
た
だ
け
な
い
も
の
と
判
断

し
、強
制
的
に
財
産
の
差
押
え
や

公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
執
行

し
ま
す
。

　

町
で
は
、や
む
を
得
な
い
理
由

で
一
時
的
に
納
税
が
困
難
に
な
っ

た
方
と
、納
税
に
対
し
て
誠
意
が

な
い
滞
納
者
と
を
見
極
め
、納
税

に
誠
意
が
感
じ
ら
れ
な
い
場
合
に

は
毅
然
と
し
た
態
度
で
対
応
し

ま
す
。そ
し
て
、納
期
内
に
納
税

し
て
い
る
大
多
数
の
皆
さ
ん
と
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
、今
後
よ
り
一

層
滞
納
整
理
に
力
を
注
ぎ
ま

す
。

　
つ
い
う
っ
か
り
し
て
い
て
、納
期

限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い

う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

町
で
は
便
利
で
安
全
確
実
な

口
座
振
替
で
の
納
税
を
推
進
し

て
い
ま
す
。一
度
申
し
込
み
を
す

る
と
、解
約
の
手
続
き
を
し
な
い

限
り
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、毎
年

手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。納
め
忘
れ
る
こ
と
を
防
ぐ

だ
け
で
な
く
、納
期
限
の
都
度
、

金
融
機
関
な
ど
へ
足
を
運
ば
な

く
て
も
納
税
で
き
る
な
ど
、と
て

も
便
利
な
口
座
振
替
。皆
さ
ん

も
始
め
ま
せ
ん
か
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
取
り
扱
い
金
融
機
関
に
口

座
振
替
依
頼
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。手
続
き
の
際
に
は
、預

貯
金
通
帳
、届
出
印
、納
税
通
知

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

時
間
外
の
納
税
相
談
を
実
施

時
間
外
の
納
税
相
談
を
実
施

納税Ｑ＆Ａ（こんな時はどうするの？）
Ｑ．遅くなったけど納めたい。どうすればいいの？
Ａ．みなべ町役場や指定金融機関等で納付するこ
とができます。
①督促状を発した場合は督促手数料②納期限の翌
日から完納の日までの日数に応じて計算される延
滞金を、納めなくてはならない場合がありますの
で、税務課へお問い合わせください。納付場所は、
納付書及び督促状に記載しています。
Ｑ．金融機関の営業時間が過ぎてしまった時は？
Ａ．仕事の都合などで金融機関が利用できない場
合はコンビニで納付することができます。また、
町では納期限の都度、金融機関などへ足を運ばな
くても納税できる、口座振替を推進しています。

財
産
の
差
押
え
を

強
化
し
ま
す

財
産
の
差
押
え
を

強
化
し
ま
す
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み
な
べ
町
は
、11
月
の
１
か
月

間
を「
み
な
べ
学
び
月
間
」、
11
月

11
日
を「
み
な
べ
学
び
の
日
」と
し

て
制
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
学
び
」は
、「
学
習
」よ
り
も
、

自
分
か
ら
主
体
的
に
か
つ
人
間

的
に
何
か
を
新
し
く
身
に
つ
け

よ
う
と
す
る
営
み
、と
い
う
意
味

合
い
が
濃
い
そ
う
で
す
。

　

町
教
育
委
員
会
は
、学
び
月

間
、学
び
の
日
を
、学
校
教
育
だ

け
に
限
ら
ず
、地
域
や
家
庭
で
、

「
学
ぶ
」と
い
う
意
義
を
深
め
る

機
会
に
し
て
も
ら
い
た
い
。そ
し

て
、「
親
の
背
を
見
て
子
は
育
つ
」、

ま
ず
大
人
が
学
ぶ
姿
勢
を
示
す

こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
に
も
い
い

影
響
が
広
が
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

11
月
を
学
び
月
間
と
し
た
の

は
、文
化
展
や
芸
能
ま
つ
り
、町

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、ま
た
学
校
開

放
な
ど
最
も
活
動
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
月
だ
か
ら
で
す
。

　

今
年
も
い
ろ
ん
な
行
事
が
行

わ
れ
ま
す
。ど
う
ぞ
、お
誘
い
合

わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

月
は
み
な
べ
学
び
月
間
・
学
校
開
放
月
間

　

月　
　
日
は「
み
な
べ
学
び
の
日
」で
す

お
め
で
と
う　

二
十
歳
！

平
成　

  

年
成
人
式
は
来
年
１
月
４
日

　

11
月
中
に
開
催
さ
れ
る
町
教

育
委
員
会
協
賛
の
主
な
行
事
は
、

次
の
通
り
で
す
。

▼
高
城
文
化
展
・
菊
花
展

　

11
月
３
日（
土
）〜
４
日（
日
）

　

高
城
公
民
館

▼
清
川
文
化
展

　

11
月
３
日（
土
）〜
４
日（
日
）

　

清
川
公
民
館

子
ど
も
達
の
様
子
を
見
に
学
校
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い

　

各
小
中
学
校
が
、
11
月
中
授

業
を
公
開
し
ま
す
。ま
た
、そ
れ

ぞ
れ
行
事
の
開
催
も
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、近
く
の
学
校
へ
お
気

軽
に
、自
分
の
お
子
さ
ん
や
地
域

の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
ご
覧
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
各
校
の
行
事
は「
く
ら
し
の
情

報
カ
レ
ン
ダ
ー
」で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
）

　

な
お
、来
校
の
折
は
、恐
れ
入

り
ま
す
が
、ま
ず
職
員
室
へ
声
か

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
20
歳
に
な
る
新
成
人

を
祝
福
す
る
平
成
25
年
成
人
式

を
、
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

平
成
25
年
１
月
４
日

（
金
）（
受
付
開
始
12
時
30
分
、

開
式
13
時
）

■
場
所　

紀
州
南
部
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル（
山
内
）

■
対
象　

平
成
４
年
４
月
２
日

〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
。ま
た
、町
内
の
小
・
中
学
校

に
在
籍
後
、町
外
へ
転
出
さ
れ
た

方
も
含
め
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、案
内
状
を
差

し
上
げ
ま
す
。ぜ
ひ
出
席
し
て
、

同
級
生
の
交
流
を
よ
り
深
め
て

く
だ
さ
い
。

 　

成
人
式
の
式
典
の
後
、例
年
の

よ
う
に
新
成
人
自
身
の
企
画
運

営
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
を
行
い

ま
す
。

　

た
だ
今
、新
成
人
の
実
行
委
員

を
募
集
中
で
す
。「
自
分
た
ち
の

手
で
、一
生
に一
度
の
成
人
式
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
い
。」と
い
う
皆
さ

ん
、ぜ
ひ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

※

実
行
委
員
会
へ
の
参
加
希
望

は
、成
人
式
の
案
内
状
に
同
封
の

ハ
ガ
キ
で
ご
返
事
く
だ
さ
い
。

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
３
１
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
３
１
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

11

25

月
９
日
〜　

日
は

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11

15

11

11

子
ど
も
達
の
様
子
を
見
に

学
校
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い

子
ど
も
達
の
様
子
を
見
に

学
校
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い

実
行
委
員
募
集
中
！

実
行
委
員
募
集
中
！

芸能まつり
11月３日（土）
ふれ愛センターで
午後12時開場 午後１時開演

お誘い合わせて、各自主学習グ
ループの皆さんの熱演を応援しに
お越しください。

町民スポーツ
大会

第７回

11月11日（日）
18日（日）
25日（日）

町内各会場で

総
務
課

（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）

か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課

（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）

か
ら
お
知
ら
せ

　

火
災
を
未
然
に
防
止
す
る
に

は
、日
ご
ろ
か
ら
防
火
の
重
要
性

を
十
分
に
認
識
し
、自
主
的
な
防

火
活
動
を
積
極
的
に
実
施
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、火
災
の
発
生
し

や
す
い
時
季
を
む
か
え
る
に
あ
た

り
、国
民
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意

識
を
高
め
、火
災
の
発
生
を
防
止

す
る
た
め
、毎
年
11
月
９
日
〜
15

日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。予
防
運
動

週
間
中
、消
防
団
や
日
高
広
域

消
防
組
合
で
は
、防
火
啓
発
等

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、こ
の
機
会
に
も

う
一
度
防
火
対
策
に
つ
い
て
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

﹃
消
す
ま
で
は
　

　
　
出
な
い
行
か
な
い
　

　
　
　
　
　
離
れ
な
い
﹄
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国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得

税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
、全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。そ
の
年
の
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、納
付
し
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
11
月
上
旬
に
送
付

　

こ
の
た
め
、
平
成
24
年
１
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」が
、本
年
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
は
、必
ず
こ
の
証
明
書

（
ま
た
は
領
収
証
書
）を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
場
合

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
、今
年
初
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
に
つい
て
は
、翌
年
の
２
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」が
発
行
さ
れ
ま
す

年
金
受
給
者
の
方
へ『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』は

期
限
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

〜
年
末
調
整・確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
〜

　

な
お
、ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、ご

本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、ご

家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証

明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、控
除
証
明
書

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
平
成
25
年
３
月

15
日
ま
で
）℡
０
５
７
０
│
０
７
０

│
１
１
７（
IP
電
話
等
の
方
は
、

℡
０
３
│
６
７
０
０
│
１
１
３
０
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と

す
る
年
金
は
、雑
所
得
と
し
て
所

得
税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
ま

す
。（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。）

　

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の

方
に
は
、毎
年
11
月
上
旬
ま
で
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
扶
養
親
族

等
申
告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
に
よ
り
、翌
年
中
に

受
け
ら
れ
る
年
金
に
か
か
る
所

得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま

り
ま
す
。

　

も
し
提
出
を
忘
れ
る
と
、各
種

控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、所
得
税
の

源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く

だ
さ
い
。

わかやま「介護の日」イベント2012
〇日　時　11月4日（日）午前10時～午後4時
〇場　所　パームシティ和歌山店（和歌山市中野31-1）
〇内　容　福祉用具の展示及び介護相談、介護実践、基礎講演、シンポジウム「福
　　　　　祉の仕事」、写真の展示、保育園の絵画展、介護食の試食展示、「サー
　　　　　ラ」の歌・踊り、「すみたに」のお笑いライブ
〇入場料　無料（事前申込みは不要です）
　　　　　くわしくは県福祉保健総務課（℡.073-441-2472）

広報みなべ　2012.11

17

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民環境課
税　務　課
保健福祉課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
検　査　室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
保健福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
上下水道課
　水 道 係
　下水道係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ　Ａ　Ｘ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－２５４４
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７
７４－３１３４
７４－３３３４
７４－２４１８
７４－２１９１
７４－３６２１

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣）

1階

1階

2階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）



　

農
業
委
員
会
で
は
11
月
19
日

（
月
）か
ら
21
日（
水
）に
か
け
て
、

町
内
全
域
の
農
地
を
対
象
と
し

た
利
用
状
況
調
査（
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
）を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、農
地
法「
第
30

条
第
１
項
」に
よ
り
年
１
回
実
施

し
、耕
作
放
棄
地
の
実
態
把
握

と
発
生
防
止
や
解
消
対
策
・
農

地
の
違
反
転
用
発
生
防
止
対
策

等
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
む

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」を
実
施
し
ま
す

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

　

自
衛
隊
で
は
次
の
と
お
り
、陸

上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
の
生

徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　

平
成
25
年
４
月

１
日
現
在
、
15
歳
以
上
17
歳
未

満
の
男
子（
平
成
25
年
３
月
に
中

学
校
卒
業
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
の
前
期
課
程
修
了
見
込
み
者

を
含
む
）

●
募
集
人
員　
【
一
般
】
約
２
６

０
名　
【
推
薦
】
約
６
０
名　

●
受
付
期
間　
【
一
般
】
11
月
１

日
〜
平
成
25
年
１
月
７
日
ま
で

【
推
薦
】
11
月
１
日
〜
12
月
７
日

ま
で　
（
締
切
日
必
着
）

●
説
明
会
日
時
・
場
所

11
月
17

日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時
・

南
部
公
民
館（
片
町
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、御
坊
市
湯

川
町
小
松
原
４
１
０
│
１　

自

衛
隊
御
坊
地
域
事
務
所(

℡
０
７

３
８
│
23
│
０
０
２
０)

ま
た
は

役
場
総
務
課（
℡
72
│
２
０
５

１
）へ
。

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

お問い合わせ先：和歌山大学 入試課 TEL 073-457-7116 ホームページ：http://www.wakayama-u.ac.jp/

●学部／学科
教育学部 学校教育教員養成課程、総合教育課程

経済学部

システム
　工学部

経済学科、ビジネスマネジメント学科、市場環境学科

情報通信システム学科、光メカトロニクス学科、
精密物質学科、環境システム学科、デザイン情報学科

観光学部 観光経営学科、地域再生学科

推薦入試

教育学部
出願期間 試験日程

経済学部

システム
　工学部

観光学部

1 月 8日～1月 10日

11月 1日～11月 7日

11月 5日～11月 13日

1月 28日～2月 6日

2月 2日

12月 1日

1月 8日～1月 10日 2月 1日、2月 2日

2月 25日

3月 12日

12月 8日、12月 9日

前期日程入試（全学部）

後期日程入試（全学部）

●入試に関する日程

募集要項の請求方法は、下記URLまたは入試課まで！

昨年の農地パトロールの様子

「１人でも雇ったら、入ろう。労働保険」
「女性の人権ホットライン」
強化週間を実施します！
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11月１日～30日までは、労働保険適用促進強化期間です。
　厚生労働省の所管する労働保険とは、労働者災害
補償保険（労災保険）と雇用保険との総称で、保険給
付は各保険制度で別に行われますが、保険料の徴収
等については、原則的に一体のものとして取り扱われ
ます。
　労働保険は、農林水産業の一部を除き、労働者
（パート、アルバイトなどを含む）を、一人でも雇用し
ている事業主は、すべて加入が義務付けられており、
成立手続きを行わなければなりません。
　加入手続きなどくわしくは、和歌山労働局または最
寄りの労働基準監督署、ハローワーク（公共職業安定
所）にお問い合わせください。
　田辺労働基準監督署（℡２２－４６９４）、ハローワー
ク田辺（℡２２－２６２６）

■実施期間：１１月１２日（月）～１８日（日）までの７日間
■実施時間：午前８時３０分～午後７時まで
　ただし、土・日曜日については、午前10時～午後５時まで
■実施場所：和歌山地方法務局内人権相談室
■電話番号：０５７０－０７０－８１０（全国共通ナビダイヤル）
■相談内容：夫やパートナーからの暴力、ストーカーな
　どの女性をめぐる各種の人権相談。
　　相談は無料で、秘密は厳守されます。法務局職員
　または人権擁護委員が相談に応じますので、お気軽
　にご相談ください。

全 国 一 斉

１１月１２日（月）～２５日（日）までの２週間
「女性に対する暴力をなくす運動」








